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■教会標語聖句

望みを抱いて喜び、患難に耐え、 
絶えず祈りに励みなさい。 
ローマ人への手紙１２章１２節 
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礼拝順序 2022 年２月１９日 
ピアノ：赤松姉 オルガン：力丸勝子師 

司会：小松姉 献身の祈り：三溝姉 メッセージ：山﨑牧師 

 

開会の祈り                                        司会者 

信仰告白  使徒信条・標語聖句唱和 

賛  美             新聖歌 206「飼い主わが主よ」 

祈  祷     ＊今日までのめぐみに感謝し、新たな献身を祈りましょう！* 

賛  美   新聖歌 41「み言葉をください」      

献身の祈り                  三溝姉  

賛  美        新聖歌 297「神はわが力」 

賛  美   コーラス 25「我が灯のため」 

聖書箇所  ヨハネによる福音書 15章９節     

説  教            「主の愛の内に」 

祈    祷  「応答の祈り」   

頌   栄             「主の祈り」             

祈   祷             山﨑師  

 

 

 

 

    交わりの三省 

  ＊互いに愛し合っていますか 

  ＊互いに赦し合っていますか 

  ＊互いに祈り合っていますか 

 



説教要約 
ヨハネによる福音書 15章 9節 

「主の愛の内に」 
 

イエス様は弟子達に「わたしの愛にとどまりなさい」と言いました。

この「とどまる」と言う言葉はギリシャ語だと「滞在する」「住む」

と言う意味があります。 

ヨハネの福音書のイエス様を深く理解する為にこの「住む」と言う

言葉はとても大切です。何故ならイエス様は弟子達を育てる為、寝食

を長く共にしたからです。又、会話する事を好み、相手に寄り添って

じっくりと話をする事を通じて、愛を人々の心に届けました。 

大切な物を作る為、己の技術を練り上げる為、そしてイエス様のよ

うに、大切な人を育てる為、多くの時間を要します。つまり、どれだ

け時間を費やすか＝愛の深さだとわかります。イエス様の隣人に対し

て一緒にいる時間の長さ＝愛の深さです。「いつまでもあなたと共に

いる」これ以上の愛はありません。 

 

ヨハネによる福音書のイエス様は弟子達に大切な事を教える時、必

ず先に（良い）模範を示しています。イエス様は互いに仕え合う事を

教える前に、弟子達の足を洗いました。 

この事を踏まえ、「とどまりなさい」と弟子達に話す前に、イエス

様はすでに模範を示しています。つまりイエス様はずっと神の愛に

「とどまり続けている」のです。とどまると言う事は永遠の神の愛を

最後まで信じるということです。神の計画は永遠の愛を人々に示す事

です。ですから、イエス様は十字架の道に進まれました。イエス様が

愛にとどまられた事を通じて、私達は本当の愛を知ったのです。 

弟子達がイエス様の死後、迫害を経験し、会堂やエルサレムから追

い出され孤独を経験します。イエス様は弟子達にそうなる事をあらか

じめ伝えています。（ヨハ 16：2）だからこそ、イエス様が世を去る

前に、弟子達に神の愛にとどまる事を強調しました。神の愛は決して

離れず、愛はいつもその心の内にある。弟子達はイエス様の召天した 

後、イエス様の言ったように迫害を経験しました。しかし彼らは痛み

や孤独の中で生き抜いたのは、神の愛を最後まで信じ続けたからです。

私達も試練の中我慢する必要は全くありません。神の愛の内にとどま

れば良いのです。主は言われます「平安があなたがたにあるように」 

 

弟子達はイエス様がそのように語られた直後は戒め通り、とどまる

事ができませんでした。先週お伝えしたように、自分の利益を追求し

た結果、イエス様を見限ったのです。しかし、イエス様はそのような

人間の闇について言及しています。「 悪いことをする者は光を憎み、

その行いが明るみに出されることを恐れて、光のほうに来ない。」（ヨ

ハ 3:20） 

つまりイエス様は弟子達が愛の内にとどまる事が出来ない事を知

っていました。大切な事はそれでも復活した後、イエス様は弟子達に

会いに行きました。これがイエス様の地上で示す最後の“模範”でし

た。本当にとどまるべき所は愛の中だと弟子達に教えました。イエス

様は遠い所から愛を叫ぶ方ではありません。最も近い所（心の中）で

愛と赦しを叫ぶ方です。聖霊なる神は今も私達の内にとどまって愛を

叫ばれます。 

イエス様は私達を育てる為に時間をかけます。それは私達の事が大

切だからです。失敗しても、背いても愛する事を止めません。むしろ

「とどまりなさい」繰り返して「とどまりなさい」と語られます。私

達は愛することよりも他に大切な事があるような気がして、イエス様

から離れます。しかし、主の愛、そして“愛する事”よりも大切なも

のはこの地上に存在しません。主の愛の中で育まれ、今度は世の中で

良き“模範”として“愛する者”へと変えて頂きましょう。私達は今、

主の愛の中にいます。 

 

父がわたしを愛されたように、わたしもあなたがたを

愛しました。わたしの愛の中にとどまりなさい。ヨハ15:9 

 


